
▽スライド（２）

◎平成期（１９８９～）の政治改革
▽二つの大きな制度改革
（１）選挙制度改革

‣中選挙区制 → 小選挙区制
（２）橋本行革

‣省庁再編、内閣機能の強化
⇒狙いは
（１）政治指導者（首相）の権限強化
（２）政策本位の政治

◎政治改革の時代背景

（１）中選挙区制と政治腐敗

誰？

金丸信
元副総理

誰？

竹下登
元首相

◎戦後の政治史

１９４５年 終戦
１９５５年 左右社会党統一、保守合同で自民党結党

「５５年体制」＝自民党の長期政権時代

１９８８年 リクルート事件発覚
８９年 東西冷戦終結

１９９１年 バブル崩壊 湾岸戦争
１９９２年 金丸事件
１９９３年 細川政権成立で自民党が分裂・野党に

▼１９９４年 政治改革関連法（選挙制度、政党助成制度、政治資金規
正）成立 北朝鮮危機

【リクルート事件】

就職情報誌発行などで急成長したリクルートから川崎市助役に対

し、関連不動産会社リクルートコスモスの未公開株が譲渡されてい

たことが１９８８年に発覚。さらに未公開株が当時の竹下登首相ら

政財官界の有力者らにばらまかれ、多くが売却して〝ぬれ手で粟

（あわ）〟の利益を得ていたことから一大スキャンダルに発展し、

竹下内閣は総辞職した。

東京地検特捜部は８９年、政界、文部省、労働省、ＮＴＴの４

ルートで江副浩正元会長ら贈賄側と藤波孝生元官房長官ら収賄側計

１２人を起訴し、全員の有罪が確定している。



【金丸・汚職事件】

自民党竹下派の実力者だった金丸信会長が、東京佐川
急便側から５億円のヤミ献金を受領したとして、１９９２年１
０月に議員辞職に追い込まれた汚職事件

◎背景に「中選挙区制」があったと指摘される
▽中選挙区制
‣全国１５０選挙区。１選挙区から３～５人の議員を選ぶ
⇒同じ自民党候補同士の争い

⇒ほかの候補と何で差をつけるか
①政策＝同じ自民党候補でも消費税に「賛成」と「反対」

☛政策で候補者を選べない（政策本位ではない）
②資金力＝金権選挙
⇒（ａ）候補の資金の支援する派閥が形成。候補の選定、

応援は派閥が行う。党本部は関与せず。５人区の
ため最大５派閥（三角大福中）が形成

（ｂ）資金のため特定業界と結びつく。癒着構造

◎自民党政治改革大綱（１９８９年）

「この制度（中選挙区制）で与野党の勢力も永年固定化
し、政権交代の可能性を見いだしにくくしている」

「国民本位、政策本位の政党政治を実現するため、小選
挙区制の導入を基本とした選挙制度の抜本改革に取り組
む」

⇒◎「中選挙区制」廃止論

◎小選挙区制
（１）政党候補は１選挙区で１人⇒政党の政策で選ぶ
（２）金権選挙との決別

◎１９９４年
‣細川政権で衆院選に「小選挙区比例代

表並立制」導入が決定

◎選挙制度と民意・権力との関係
‣中選挙区制（比例代表）⇒民意の反映
‣小選挙区制 ⇒民意の集約

→【強い権力を構成する】


